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　細胞は様々な環境からの刺激を「入力」として感知し、そ
の情報を細胞の中で処理し、最終的に細胞の増殖や分化と
いった「出力」を行う。その情報処理を担う「システム」が
細胞内シグナル伝達系である。その中でも ERK-MAPK シグ
ナル伝達系は細胞の増殖や分化、細胞運動といった多様な生
命現象に関与することが知られている。ERK 分子がこのよう
な多様な生命現象を創発するのは、ERK 活性化の時間パター
ンに情報がコードされているからだと考えられている。しか
し、１細胞レベルで ERK 活性のどのように制御されている
のか、またそれがどのような表現型と結びついているのかと
いうことに関しては、直接的に調べられていない。我々は、
蛍光共鳴エネルギー移動（FRET）の原理に基づくバイオセン
サーを用いて ERK 活性を生きた細胞で可視化し、その動態
を定量化してきた。本発表では、FRET バイオセンサーの原
理とその応用法の紹介、ERK 活性の振幅ではなく周波数が細
胞の増殖に重要であること、ERK 活性の細胞間伝搬が細胞集
団運動の方向性を決めること、を発表する。また、細胞内シ
グナル伝達系の光操作法の開発について紹介したい。お問い合わせ　金沢医大　病理学Ｉ　清川　kiyokawa@kanazawa-med.ac.jp
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